シリーズ２０８
高めよう！人権意識　心のかけ橋　　　問い合せ：人権推進課（電話：９２８－１００６）

インターネット上のプライバシーについて考えてみよう

プライバシーとは
私生活に関する事項や公にして欲しくないと思う事項、また、他人から干渉等を受けない事項のことをいいます。
インターネット社会の現状
登録した利用者が参加できるＳＮＳ（※１）や誰でも書き込みができる電子掲示板などは、さまざまな情報の収集やコミュニケーションの手段として発達し、私たちの生活を飛躍的に便利にしてくれました。

しかし、その便利さとは裏腹に、特定の個人を対象とした誹謗・中傷、差別的な表現の書き込みなど、人権を軽視した行為が大きな問題となっています。

　インターネット上の電子掲示板などに個人に関する情報を掲載すると、不特定多数の人が知りえることになり、嫌がらせを受けるなど平穏な生活がおびやかされる恐れがあります。
　本人に無断で個人に関する情報を公開することは、プライバシーの侵害になります。また、一度インターネットに掲載された情報は簡単にコピーや転送することができ、世界中に広がってしまうことから、そのため書き込む内容には十分注意することが大切です。

　　

ルールやマナーを守った利用を
インターネット上のプライバシー侵害は、私たちの社会に暗い影を落としています。
インターネットを安全に利用するには、日常生活と同様にルールやマナーを守り、情報の真偽を見抜き、活用することが大切です。

もしも、インターネット上で掲示板等で、プライバシーの侵害や、差別的書き込みなどの被害を受けた場合は、情報の発信者や掲示板の管理人、プロバイダ（※２）などに記事の削除を求めることができます。

本市では、個人情報保護に関することなどについて出前講座を実施しています。地域で学習するときは，ぜひ活用してください。

問い合わせ先　：　情報管理課　　９２８　―　１１３８
※１　ＳＮＳ
　ソーシャル・ネットワーキング・サービスの略で、人と人とのつながりを支援するインターネット上のサービス

※２　プロバイダ

　インターネットに接続するサービスを提供する事業者

人権は　差別をなくす　合言葉
